
序

言

本
稿
は
、
無
署
名
の
新
聞
記
事

“Som
e

Im
pressions

of
Japan”,

in
A

berdeen
Journal,

30
O

ctober
1899,

p.7

の
《
翻
訳
》
と
、

関
連
文
献
を
交
え
た
《
考
察
》
か
ら
な
る
。
こ
の
新
聞
記
事
を
掲
載
し
たA

berdeen
Journal

は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
東
部
に
位
置

す
る
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
（A

berdeenshire

）
で
、
出
版
社
のD

.
C

.
T

hom
son

&
C

o.
L

td

が
発
行
し
て
い
た
地
方
新
聞
で
あ
り
、

同
じ
出
版
社
に
よ
るT

he
A

berdeen
W

eekly
Journal

の
一
八
九
九
年
一
一
月
一
日
発
行
分
（
一
〇
ペ
ー
ジ
）
に
も
、
全
く
同
じ
記
事

が
再
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
の
記
事
は
、
冒
頭
部
分
で
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
滞
在
中
の
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（John

H
enry

D
ixon

1838-1926

）

か
ら
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
の
港
湾
都
市
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
（A

berdeen

）
に
住
む
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
（A

lexander

日
本
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
の
旅

――
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
夏
目
金
之
助
を
め
ぐ
っ
て
――

西

村

将

洋

西
南
学
院
大
学

国
際
文
化
論
集

第
三
十
四
巻

第
二
号

四
六
九－

四
八
八
頁

二
〇
二
〇
年
三
月
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Forbes
1835-

没
年
未
詳
）
へ
宛
て
た
書
簡
を
引
用
す
る
か
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

手
紙
の
送
り
主
で
あ
る
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
こ
の
記
事
の
約
三
年
後
、
一
九
〇
二
年
一
〇
月
に
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
夏
目
金
之
助
（
後

の
小
説
家
漱
石
）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
交
流
す
る
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
り
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
訪
日
経
験
を
持
つ
こ
と
は
先
行
研
究

に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
関
係
資
料
が
不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
情
報
は
、
具

体
的
な
期
間
や
場
所
も
含
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
の
拙
訳
は
、
そ
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
日
本
滞
在
の
一
端
を
紹
介
す
る

も
の
で
あ
る
。

デ
ィ
ク
ソ
ン
が
手
紙
を
送
っ
た
フ
ォ
ー
ブ
ス
は
、
一
八
八
七
年
か
ら
一
八
八
九
年
ま
で
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
商
工
会
議
所
の
会
頭
を
つ
と

（
１
）

め
た
人
物
で
、
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
シ
ャ
ー
の
歴
史
や
考
古
学
に
関
す
る
出
版
社
に
も
関
係
し
て
い
た
（
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
地
誌
や
考
古
学
に

強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
）。

本
論
で
は
、
最
初
に
翻
訳
に
よ
る
新
聞
記
事
の
紹
介
を
行
い
、
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
漱
石
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
つ
い
て
の
基

本
情
報
を
確
認
す
る
。
続
い
て
、
本
誌
本
号
に
別
載
し
た
拙
訳
「
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い

て
」
――
一
九
〇
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
の
発
表
論
文
（
翻
訳
と
注
釈
）」（
以
下
、「
日
本
の
美
術
家
」
と
略
称
す
る
。
な
お
、

こ
の
翻
訳
は
【
①
議
長
挨
拶
】【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】【
③
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】【
④
絵
画
の
展
示
リ
ス
ト
】
の
四
項
目
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
は
そ
れ
ら
の
項
目
も
記
し
た
）
な
ど
の
関
連
文
献
を
参
照
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
伝
記
的
な

考
察
を
試
み
た
い
。
後
半
で
は
、
舞
台
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
移
し
て
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
漱
石
の
関
係
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
分
析
も

行
う
つ
も
り
で
あ
る
。
本
稿
末
尾
に
は
、
参
考
資
料
と
し
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
年
譜
を
ま
と
め
た
。
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《
翻

訳
》

日
本
の
印
象

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
氏
（
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
ス
ト
リ
ー
ト
在
住
）
は
、
友
人
の
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク

ソ
ン
氏
か
ら
興
味
深
い
手
紙
を
受
け
取
っ
た
。
現
在
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
日
本
に
滞
在
中
で
、
エ
ジ
プ
ト
、
清
国
、
そ
し
て
日
本
の
印

象
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
そ
の
手
紙
の
な
か
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
、
ポ
ー
ト
・
サ
イ
ド
で
の
滞
在
か
ら
判
断
す
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
は

残
念
な
が
ら
平
凡
な
土
地
だ
と
言
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
言
う
。「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
い
く
つ
か
の
墓
を
見
て
み
た
い
と
は
思
う
。

だ
が
、
そ
れ
ら
に
私
が
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
は
全
く
感
じ
な
い
。
し
か
し
、
清
国
と
日
本
は
新
鮮
だ
。
広
州
ほ
ど
特
別
な
都
市
は

な
い
。
そ
の
街
は
、
お
び
た
だ
し
い
人
の
群
れ
で
あ
ふ
れ
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
の
通
り
が
ど
こ
ま
で
も
続
き
、
膨
大
な
数
の
店
舗
に
は
、

は
か
り
知
れ
な
い
価
値
と
美
し
さ
を
も
つ
東
洋
の
秘
宝
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
の
日
々
は
、
私
の
人
生
の
中
で
最
も
驚
く
べ
き

も
の
だ
っ
た
。
私
が
日
本
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
五
月
一
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
神
戸
と
い
う
少
し
退
屈
な
街
に
一
週
間
ほ
ど
滞
在
し
て
、

日
本
の
魅
力
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
始
め
た
」。

日
本
人
の
服
装
に
つ
い
て
い
く
つ
か
感
想
を
述
べ
た
後
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
氏
は
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。「
最
初
の
一
週
間
が
過

ぎ
た
後
、
私
は
魔
法
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
美
し
い
田
舎
と
そ
の
地
の
素
敵
な
人
々
の
魅
力
に
屈
し
た
の
で
あ
る
。
私
は
通
常
の
旅

行
者
が
ま
っ
た
く
行
か
な
い
田
舎
で
過
ご
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
て
の
景
色
が
雄
大
で
あ
る
。
た
く
さ
ん
の
杉
と
モ
ミ
の
木
か
ら
な
る
木

立
は
、
樹
齢
も
大
き
さ
も
見
事
で
、
灌
木
や
花
々
は
素
晴
ら
し
い
輝
き
を
放
っ
て
い
る
。
私
は
ツ
ツ
ジ
に
だ
け
言
及
し
よ
う
。
こ
こ
は

ツ
ツ
ジ
の
原
産
地
で
あ
る
。
そ
の
花
を
神
戸
で
も
見
た
が
、
我
が
国
の
園
芸
職
人
が
同
じ
よ
う
に
手
入
れ
す
る
こ
と
も
、
ま
し
て
や
上
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回
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
見
事
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
だ
が
し
か
し
、
偉
大
な
山
々
や
、
活
火
山
、
雄
大
な
河
、
岩

壁
の
せ
ま
る
峡
谷
、
美
し
い
森
、
花
の
咲
く
森
と
荒
れ
地
、
温
泉
、
滝
、
そ
し
て
そ
の
他
の
自
然
の
驚
異
を
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
よ
り
も
、

あ
な
た
は
こ
の
国
の
人
々
に
興
味
を
持
つ
だ
ろ
う
。
私
は
こ
こ
の
人
々
が
大
好
き
だ
。
彼
ら
は
高
い
水
準
の
文
明
と
文
化
を
持
つ
民
族

だ
、
と
い
う
印
象
を
私
は
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
上
品
で
丁
寧
で
親
切
な
態
度
に
、
と
て
も
感
銘
を
受
け
て
い
る
。
我
々
が

す
る
握
手
や
挨
拶
の
キ
ス
を
、
彼
ら
は
野
蛮
な
行
為
だ
と
思
い
、
そ
の
代
わ
り
に
、
慎
み
深
く
て
品
の
良
い
お
辞
儀
を
す
る
。
使
用
人

は
、
客
室
に
入
る
時
と
出
る
時
に
お
辞
儀
を
す
る
。
何
か
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
子
ど
も
に
銅
貨
を
あ
げ
る
と
、
お
返
し
に
、
や
さ
し
く

お
辞
儀
を
す
る
。
彼
ら
は
い
つ
も
幸
せ
そ
う
に
見
え
る
し
、
す
べ
て
の
人
を
幸
せ
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
私
は
ホ
ー
ム
レ
ス
や
酔
っ

払
い
を
一
人
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
日
本
人
の
様
々
な
興
味
深
い
仕
事
は
、
見
て
い
て
決
し
て
退
屈
し
な
い
。
私
は
太
平
洋
に
面
し
た

最
も
美
し
い
港
に
三
週
間
滞
在
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
日
本
最
高
峰
の
富
士
山
が
よ
く
見
え
、
珍
し
い
漁
船
や
網
、
米
の
耕
作
、
自
家
栽

培
し
た
綿
を
手
織
り
で
美
し
い
織
物
に
す
る
綿
織
物
業
、
育
て
た
繭
か
ら
絹
を
作
る
製
糸
業
（
こ
れ
は
と
て
も
大
き
な
産
業
だ
）、
炭

焼
き
な
ど
、
そ
の
他
の
多
く
の
仕
事
が
愉
快
だ
っ
た
。
彼
ら
の
産
業
は
決
し
て
衰
え
な
い
。
彼
ら
の
独
創
性
や
倹
約
ぶ
り
、
そ
し
て
生

ま
れ
も
っ
た
優
し
さ
は
注
目
に
値
す
る
」。

《
考

察
》

一
、「
発
狂
」
事
件
と
夏
目
金
之
助

（
２
）

夏
目
金
之
助
が
文
部
省
第
一
回
給
費
留
学
生
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
地
を
踏
ん
だ
の
は
一
九
〇
〇
年
一
〇
月
二
八
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
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当
初
は
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
研
究
者
の
ク
レ
イ
グ
博
士
（W

illiam
Jam

es
C

raig
1843-1906

）
の
も
と
で
個
人
教
授
を
受
け
た
が
、
翌

（
３
）

一
九
〇
一
年
八
月
頃
か
ら
文
学
に
関
す
る
原
理
的
な
著
作
を
構
想
し
は
じ
め
る
と
、
ク
レ
イ
グ
と
の
関
係
は
終
わ
り
、
丹
念
に
書
き
継

い
で
い
た
留
学
日
記
も
、
同
年
一
一
月
一
三
日
を
最
後
に
完
全
に
途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
れ
以
降
、
心
理
学
や
社
会
学
の

書
物
を
乱
読
し
、
膨
大
な
メ
モ
を
延
々
と
書
き
溜
め
る
生
活
が
始
ま
る
。
最
終
的
に
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
て
帰
国
の
途
に
就
い
た
の
は

一
九
〇
二
年
一
二
月
五
日
の
こ
と
で
あ
る
（
金
之
助
が
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
た
五
日
後
の
一
二
月
一
〇
日
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
前
述
し

た
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
発
表
を
ロ
ン
ド
ン
で
行
う
こ
と
に
な
る
）。

留
学
中
の
書
簡
や
日
記
に
よ
る
と
、
一
九
〇
一
年
七
月
と
翌
一
九
〇
二
年
九
月
の
二
度
、
金
之
助
は
自
身
の
精
神
疾
患
を
疑
っ
て

（
４
）

い
る
。
特
に
一
九
〇
二
年
の
際
に
は
日
本
人
留
学
生
ら
に
も
知
れ
渡
り
、
同
年
一
〇
月
に
は
東
京
の
文
部
省
か
ら
ロ
ン
ド
ン
の
藤
代
禎

（
５
）

輔
に
「
夏
目
精
神
に
異
常
あ
り
、
藤
代
へ
保
護
帰
朝
す
べ
き
旨
伝
達
す
べ
し
」
と
い
う
電
報
が
届
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
事
件
は
そ
の

後
も
数
多
く
の
文
献
で
語
り
継
が
れ
、
あ
る
種
の
特
権
的
な
物
語
と
し
て
現
在
も
流
通
し
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し
数
人
の
論
者
が
述

（
６
）

べ
る
よ
う
に
、「
金
之
助
が
「
発
狂
」
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
」。

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
旅
行
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
の
「
発
狂
」
騒
ぎ
を
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
、
ち
ょ
う
ど

同
じ
時
期
、
金
之
助
の
姿
は
遠
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
に
あ
っ
た
。
当
地
か
ら
一
九
〇
二
年
一
〇
月
に
送
ら
れ
た
岡
倉
由
三
郎
宛
書

簡
を
引
用
す
る
。

目
下
病
気
を
か
こ
つ
け
に
致
し
過
去
の
事
抔
一
切
忘
れ
気
楽
に
の
ん
き
に
致
居
候
小
生
は
十
一
月
七
日
の
船
に
て
帰
国
の
筈
故
、

マ
マ

宿
の
主
人
は
二
三
週
間
と
ま
れ
と
親
切
に
申
し
呉
候
へ
ど
も
左
様
に
も
参
ら
兼
候
当
も
な
き
に
べ
ん
〳
〵
の
ら
く
ら
し
て
居
る
は

（
７
）

甚
だ
愚
の
至
な
れ
ば
先
よ
い
加
減
に
切
り
あ
げ
て
帰
る
べ
く
と
存
候
い
づ
れ
帰
倫
の
上
は
一
寸
御
目
に
か
ゝ
り
可
申
と
存
候

日本とスコットランドへの旅－ 473 －



つ
ま
り
、
右
の
状
況
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

留
学
日
記
が
途
絶
え
た
一
九
〇
一
年
一
一
月
か
ら
翌
一
九
〇
二
年
一
二
月
の
帰
国
時
ま
で
、
約
一
年
間
に
お
よ
ぶ
夏
目
金
之
助
の
イ

ギ
リ
ス
体
験
は
、
関
係
者
数
名
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
に
よ
っ
て
断
片
的
な
情
報
は
得
ら
れ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
行
動
は
今
も
謎
に
包

ま
れ
て
い
る
。
日
本
人
関
係
者
が
金
之
助
と
「
発
狂
」
を
結
び
つ
け
よ
う
と
し
た
と
き
、
そ
の
思
惑
を
裏
切
る
か
た
ち
で
、
金
之
助
が

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
い
た
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
象
徴
的
な
出
来
事
だ
っ
た
。
一
九
〇
二
年
三
月
の
妻
鏡
子
宛
の
書
簡
に
金
之
助
は
記

す
。「
倫
敦
で
は
日
本
人
が
大
分
居
る
が
少
し
も
交
際
を
し
な
い
（
略
）
世
間
の
人
間
共
が
お
れ
の
事
を
何
と
か
い
ひ
度
て
も
己
が
何

（
８
）

を
し
て
居
る
か
知
つ
て
る
者
は
な
い
」。

そ
し
て
、
こ
の
消
息
不
明
の
金
之
助
が
実
際
に
交
流
し
て
い
た
の
が
、
右
の
岡
倉
宛
書
簡
に
記
さ
れ
た
「
宿
の
主
人
」、
す
な
わ
ち

ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
、
先
行
研
究
の
概
要

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
の
滞
在
に
つ
い
て
、
漱
石
の
直
接
的
な
言
及
を
確
認
で
き
る
主
な
文
献
は
、
一
九
〇
七
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
文

学
論
』（
大
倉
書
店
）
――
第
四
編
第
五
章
「
調
和
法
」
で
イ
ギ
リ
ス
人
の
自
然
観
を
説
明
す
る
際
に
「
蘇
国
に
招
待
を
受
け
て
逗
留
せ

（
９
）

る
は
宏
壮
な
る
屋
敷
な
り
」
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
「
招
待
」
さ
れ
た
経
験
が
回
想
さ
れ
て
い
る
――
と
、
短
編
集
「
永
日
小
品
」

の
な
か
の
一
篇
で
一
九
〇
九
年
に
発
表
さ
れ
た
小
説
「
昔
」
――
こ
の
作
品
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
中
央
部
パ
ー
ス
州
の
「
ピ
ト
ロ
ク

リ
」（Pitlochry

）
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る（

10
）

――
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
は
日
記
で
の
断
片
的
な
記
述
が
あ
り（

11
）、

二
〇
〇
三
年
に

は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
旅
行
の
際
に
作
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
自
筆
イ
ギ
リ
ス
地
図
（
東
北
大
学
漱
石
文
庫
蔵
）
が
公
開
さ
れ
て
話
題
と
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な
っ
た（

12
）。

先
行
研
究
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
金
之
助
を
「
招
待
」
し
た
人
物
は
長
ら
く
不
明
と
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
七
四
年
に
角
野
喜

六
氏
が
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
特
定
し
、
金
之
助
が
宿
泊
し
た
「
宏
壮
な
る
屋
敷
」
に
つ
い
て
もD

undarach
H

otel

の
名
称
で
ピ
ト
ロ
ク
リ

に
現
存
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た（

13
）。

そ
の
後
の
重
要
な
研
究
と
し
て
は
、
平
川
祐
弘
氏
と
稲
垣
瑞
穂
氏
に
よ
る
二
種
類
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
追
悼
記
事
の
発
見
が
挙
げ
ら
れ
る（

14
）。

こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
っ
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
略
歴
が
分
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
両
氏
が
紹
介
し
た
の
は
新
聞
記
事
の
切
り
抜
き

（
掲
載
紙
と
発
行
年
月
日
は
と
も
に
不
明
）
で
あ
っ
た
た
め
に
、
書
誌
的
事
項
の
詳
細
は
未
確
認
の
ま
ま
だ
っ
た
。

今
回
、
そ
れ
ら
の
掲
載
紙
と
発
行
日
が
判
明
し
た
の
で
、
以
下
に
書
誌
デ
ー
タ
を
紹
介
す
る
（
二
つ
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
の

は
、
い
ず
れ
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
地
方
紙
で
あ
る
）。

《
平
川
氏
が
紹
介
し
た
新
聞
記
事
》“N

oted
Perthshire

M
an

D
ead

:
M

r
John

H
enry

D
ixon,

Pitlochry
:

V
eteran

in
B

oy
Scout

M
ovem

ent”,
in

T
he

C
ourier

and
A

dvertiser,
21

O
ctober

1926,
p.

3.

《
稲
垣
氏
が
紹
介
し
た
新
聞
記
事
》“D

eath
of

N
otable

Pitlochry
M

an
:

M
r

J.
H

.
D

ixon,
F.S.A

.”,
in

Perthshire
A

dvertiser,
23

O
ctober

1926,
p.

7.

右
の
追
悼
記
事
か
ら
、
日
本
滞
在
と
関
連
の
あ
る
部
分
を
抜
き
出
す
と
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
一
八
九
九
年
の
春
か
ら
一
九
〇
二
年
の
あ

い
だ
に
海
外
旅
行
を
し
て
お
り
、
帰
国
後
の
一
九
〇
二
年
か
ら
ピ
ト
ロ
ク
リ
に
住
み
は
じ
め
た
。
こ
の
海
外
旅
行
に
つ
い
て
は
、
一
八

九
四
年
に
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
の
原
生
林
で
狩
猟
を
し
、
世
界
旅
行
に
は
二
度
行
っ
た
、
と
も
記
事
は
述
べ
て
い
る
。
し
か
も
日
本
に
は

長
期
滞
在
し
て
、
日
本
美
術
に
興
味
を
持
ち
、
日
本
人
美
術
家
数
名
と
の
交
流
も
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
（
こ
の
点
の
詳
細
は
拙
訳
「
日

本
の
美
術
家
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
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稲
垣
氏
は
こ
の
情
報
に
追
加
す
る
か
た
ち
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
生
誕
記
録
や
屋
敷
に
関
す
る
法
文
書
、
さ
ら
に
は
邸
宅
敷
地
内
に
造

園
さ
れ
た
日
本
庭
園
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
複
数
の
先
行
研
究
を
検
討
し
な
が
ら
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
金
之
助
や
日

本
に
関
す
る
事
実
関
係
を
整
理
し
て
い
る（

15
）。

そ
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
な
お
、
次
の
段
落
に
事

実
関
係
の
概
略
を
記
す
が
、
資
料
的
な
確
証
の
な
い
推
測
部
分
に
は
傍
線
を
付
し
、
確
定
的
な
事
実
と
は
区
別
し
た
）。

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
滞
在
は
一
八
九
九
年
か
ら
約
一
年
間
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
英
国
に
帰
国
し
た
直
後
の
一
九
〇
二
年

春
か
ら
ピ
ト
ロ
ク
リ
に
自
宅
を
購
入
し
て
住
み
は
じ
め
た
。
夏
目
金
之
助
が
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
に
滞
在
し
た
の
は
同
年
一
〇
月
上
旬
か
ら

約
三
週
間
前
後
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
同
じ
年
の
一
二
月
一
〇
日
（
金
之
助
が
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
た
五
日
後
）
に
、
デ
ィ
ク
ソ

ン
は
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
日
本
の
美
術
家
に
関
す
る
論
文
発
表
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九

〇
六
年
初
め
ま
で
の
時
期
に
再
び
訪
日
し
た
と
推
測
さ
れ
、
そ
の
際
に
雇
い
入
れ
た
日
本
人
八
名
（
庭
師
四
名
、
宮
大
工
二
名
、
料
理

人
一
名
、
友
人
一
名
）
と
ピ
ト
ロ
ク
リ
で
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
八
名
の
日
本
人
が
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、

一
九
二
一
年
に
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
ピ
ト
ロ
ク
リ
を
訪
問
し
た
際
の
こ
と
な
の
だ
と
い
う （

16
）。

ち
な
み
に
洋
画
家
の
五
百
城
文
哉
に
関
す
る
研
究
で
は
、
一
八
九
七
年
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
日
光
の
五
百
城
を
訪
問
し
た
、
と
い
う
情

報
が
複
数
の
文
献
で
見
ら
れ
る
が（

17
）、

デ
ィ
ク
ソ
ン
側
の
資
料
で
は
一
八
九
七
年
の
訪
日
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
滞
在

続
い
て
、
今
回
紹
介
し
た
文
献
（「
日
本
の
印
象
」
及
び
「
日
本
の
美
術
家
」）
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
来
日
に
つ
い
て

の
事
実
関
係
を
新
た
に
再
構
成
し
て
み
た
い
。
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「
日
本
の
印
象
」
に
よ
れ
ば
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
エ
ジ
プ
ト
や
清
国
を
経
て
、
一
八
九
九
年
五
月
一
日
に
日
本
に
到
着
し
、
一
週
間
ほ

ど
神
戸
に
滞
在
し
た
後
、
富
士
山
の
見
え
る
太
平
洋
沿
岸
の
港
町
に
三
週
間
滞
在
し
て
い
る
。
一
方
、「
日
本
の
美
術
家
」【
①
議
長
挨

拶
】
で
は
、
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・
ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
（M

arcus
B

ourne
H

uish
1843-1921

）
が
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
最
初
の
世
界
一
周
旅

行
が
終
わ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
た
が
、
再
び
す
ぐ
に
日
本
へ
旅
立
っ
た
、
と
発
言
し
て
い
る
。

次
に
「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
か
ら
、
年
月
の
確
定
が
可
能
な
記
述
を
列
挙
す
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
一
九
〇

一
年
二
月
に
九
州
の
小
学
校
で
「
オ
ー
ル
ド
・
ラ
ン
グ
・
サ
イ
ン
」（
蛍
の
光
）
の
合
唱
に
耳
を
か
た
む
け
、
同
年
一
〇
月
の
白
馬
会

第
六
回
展
（
一
〇
月
一
〇
日
〜
一
一
月
一
三
日
、
於
上
野
公
園
旧
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
で
発
生
し
た
腰
巻
事
件
に
関
す
る
日
本
の

新
聞
報
道
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
末
尾
の
原
注
で
は
、
一
九
〇
二
年
春
に
開
催
さ
れ
た
第
一
二
回
日
本
絵
画
協
会
・
第
七
回
日
本
美

術
院
連
合
絵
画
共
進
会
展
（
三
月
二
日
〜
二
九
日
、
於
上
野
公
園
旧
博
覧
会
跡
第
五
号
館
）
を
訪
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
へ
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
入
会
時
期
で
あ
る
。
同
協
会
の
機
関
誌
を
参
照
す
る
と
、

デ
ィ
ク
ソ
ン
の
入
会
は
一
九
〇
〇
年
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

18
）。

だ
と
す
る
と
、
日
本
滞
在
中
に
ロ
ン
ド
ン
の
団
体
の
入
会
手
続
き
を

行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
一
九
〇
〇
年
頃
に
日
本
か
ら
一
旦
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
し
、
そ
の
際
に
ロ
ン
ド
ン
日
本

協
会
に
入
会
し
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
一
時
帰
国
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
前
述
し
た
ヒ
ュ
ー
イ
ッ

シ
ュ
の
発
言
と
も
整
合
性
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
情
報
を
改
め
て
時
間
軸
上
に
再
配
置
す
る
と
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
一
回
目
の
訪
日
は
一
八
九
九
年
五
月
一
日
か
ら
始
ま
り
、
一

九
〇
〇
年
頃
に
は
一
度
イ
ギ
リ
ス
に
帰
国
す
る
と
と
も
に
、
少
な
く
と
も
一
九
〇
一
年
二
月
か
ら
翌
一
九
〇
二
年
三
月
ま
で
は
日
本
で

二
度
目
の
滞
在
し
て
い
た
、
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
稲
垣
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
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六
年
初
め
に
か
け
て
訪
日
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
）。

滞
在
地
に
つ
い
て
は
、「
日
本
の
印
象
」
に
よ
れ
ば
、
一
度
目
の
来
日
で
神
戸
や
富
士
山
の
見
え
る
太
平
洋
沿
岸
の
港
町
に
滞
在
し

て
お
り
、「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
を
参
照
す
る
と
、
二
度
目
の
日
本
訪
問
時
の
滞
在
場
所
と
し
て
は
、
奈
良
、

九
州
、
東
京
な
ど
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
以
外
に
も
滞
在
時
期
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
甲
府
、
京
都
、
日
光
に
滞
在
し

た
と
【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
他
に
も
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
のPerth

M
useum

and
A

rt
G

allery

が
開
催
し
たE

xtraordinary:A
People

C
alled

A
inu

展
（
二
〇
〇
五
年
〜
二
〇
〇
六
年
）
で
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
旧
蔵
の
ア
イ
ヌ
民
俗

資
料
が
一
般
公
開
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
村
も
滞
在
地
の
一
つ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

19
）。

一
方
、
日
本
滞
在
の
動
機
と
し
て
は
、
第
一
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
美
術
へ
の
関
心
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
同
等
に
見
逃
せ
な

い
の
が
、
日
本
人
の
生
活
習
慣
、
特
に
礼
儀
作
法
に
特
別
な
興
味
を
持
っ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
「
日
本

の
印
象
」
で
は
、
日
本
人
の
お
辞
儀
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
し
、「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】

で
は
、
洋
画
家
の
小
笠
原
豊
涯
に
よ
る
食
事
の
作
法
を
熱
心
に
記
録
し
、
後
半
部
分
に
至
る
と
、
都
市
圏
よ
り
も
日
本
の
地
方
を
好
む

理
由
と
し
て
、
礼
儀
作
法
や
習
慣
と
い
う
点
で
外
国
の
影
響
が
少
な
い
か
ら
だ
、
と
述
べ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
美
術
鑑
賞
な
ど
の
視
覚
的
な
レ
ベ
ル
で
の
文
化
受
容
と
ど
ま
ら
ず
、
礼
儀
作
法
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
日
本
人
の
身
体
的
な

文
化
や
、
そ
れ
ら
の
習
慣
か
ら
想
像
さ
れ
る
人
間
性
に
対
し
て
も
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
強
く
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
漱
石
と
イ
ギ
リ
ス
人
イ
メ
ー
ジ

最
後
に
、
二
つ
の
観
点
か
ら
漱
石
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
い
た
い
。
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一
点
目
は
両
者
の
齟
齬
で
あ
る
。
漱
石
は
『
文
学
論
』
第
四
編
第
五
章
「
調
和
法
」
で
、
自
然
界
の
景
物
が
人
の
「
情
」
を
動
か
す

こ
と
は
「
洋
の
東
西
」
で
違
い
は
な
い
、
と
主
張
し
て
い
る
。
だ
が
、「
英
人
の
自
然
観
は
到
底
我
国
に
於
る
が
如
く
情
熱
的
に
あ
ら

ず
。（
略
）
多
数
の
（
イ
ギ
リ
ス
…
引
用
者
注
）
人
は
殆
ん
ど
自
然
に
対
し
て
何
等
の
趣
味
を
も
認
め
ざ
る
が
如
し
」
と
、
イ
ギ
リ
ス

人
の
自
然
観
に
つ
い
て
批
判
的
に
言
及
し
、
こ
こ
で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
回
想
が
挿
入
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
以
下
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

漱
石
の
談
話
記
事
「
イ
ギ
リ
ス
の
園
芸
」
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
逸
話
で
あ
る（

20
）。

蘇
国
に
招
待
を
受
け
て
逗
留
せ
る
は
宏
壮
な
る
屋
敷
な
り
。
あ
る
日
主
人
と
果
園
を
散
歩
し
て
、
樹
間
の
径
路
悉
く
苔
蒸
せ
る
を

看
て
、
よ
き
具
合
に
時
代
が
着
き
て
結
構
な
り
と
賞
め
た
る
に
、
主
人
は
近
き
う
ち
に
園
丁
に
申
し
付
け
て
此
苔
を
悉
く
搔
き
払

ふ
積
な
り
と
答
へ
た
る
を
記
憶
す
。
是
等
は
固
よ
り
文
学
趣
味
な
き
人
に
就
い
て
の
例
な
れ
ば
之
を
以
て
一
般
を
評
す
る
は
過
て

り
と
雖
ど
も
、
か
ゝ
る
種
類
の
人
が
比
較
的
に
吾
邦
よ
り
多
き
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な
る
べ
し
。
従
つ
て
彼
国
の
文
学
に
あ

ら
は
れ
た
る
自
然
は
吾
人
に
と
り
て
多
少
物
足
ら
ぬ
心
地
な
き
に
あ
ら
ず（

21
）。

だ
か
、
こ
の
漱
石
の
言
に
逆
ら
う
か
の
よ
う
に
（
あ
る
い
は
、
右
の
言
に
触
発
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
）、
そ
の
後
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
は

日
本
的
な
自
然
へ
の
傾
倒
を
強
め
て
い
く
。
自
宅
敷
地
内
で
日
本
庭
園
の
整
備
を
す
す
め
、
一
九
〇
六
年
に
はJapanese

G
arden

と

題
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
庭
は
、
小
川
や
睡
蓮
の
池
、
富
士
を
模
し
た
築
山
が
造
園
さ

ダ
ン
ダ
ー
ラ
ッ
ク

れ
、
さ
ら
に
雪
見
灯
籠
を
配
置
し
、
樫
岡
神
社
ま
で
建
設
す
る
と
い
う
大
が
か
り
な
も
の
で
、
残
さ
れ
た
写
真
や
資
料
か
ら
判
断
す
る

と
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
は
じ
め
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
で
造
園
さ
れ
た
日
本
庭
園
と
も
共
通
点
を
も
つ
、
あ
る
種
の
キ
ッ
チ
ュ
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な
日
本
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る（

22
）。

こ
の
日
本
庭
園
に
関
す
る
評
価
は
分
か
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
「
自
然
」
に
対
す
る
「
情
熱
」
に
は
、

疑
問
の
生
じ
る
余
地
は
な
い
だ
ろ
う
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
の
日
本
庭
園
の
築
山
は
、「
日
本
の
印
象
」
で
記
さ
れ
た
富
士
山
の
記
憶
を

ら
せ
た
だ
ろ
う
し
、
同
じ
文
中
で
ツ
ツ
ジ
を
称
え
、「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
で
は
日
本
の
ア
サ
ガ
オ
を
賞
賛
し

た
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
日
光
の
五
百
城
文
哉
宅
で
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
（
採
取
し
た
高
山
植
物
を
植
え
る
た
め
に
、
高
地
の
生
育
環
境
を

再
現
し
た
岩
石
に
よ
る
庭（

23
））

に
注
目
し
、
さ
ら
に
五
百
城
に
よ
る
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
を
愛
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
漱

石
が
述
べ
た
固
定
的
な
イ
ギ
リ
ス
人
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
逸
脱
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
観
を
漱
石
が
持
つ
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
中
の
実
体
験
――
イ
ギ
リ
ス
人
を

「
雪
見
」
に
誘
っ
て
笑
わ
れ
た
り
、
金
之
助
が
「
月
は
憐
れ
深
き
も
の
」
と
語
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
に
驚
か
れ
た
り
し
た
経
験
――
が
関

与
し
て
い
た
よ
う
だ（

24
）。

だ
が
、「
英
人
」
全
体
を
一
括
し
て
規
定
す
る
語
り
口
が
、
あ
る
種
の
独
断
を
含
む
こ
と
は
争
え
な
い
事
実
だ

ろ
う
。
こ
の
漱
石
の
見
解
に
対
し
て
は
、
留
学
中
の
夏
目
金
之
助
が
述
べ
た
次
の
言
葉
が
、
最
も
正
当
な
批
評
と
な
る
は
ず
だ
。

「
妄
リ
ニ
洋
行
生
ノ
話
ヲ
信
ズ
ベ
カ
ラ
ズ
彼
等
ハ
己
ノ
聞
キ
タ
ル
コ
ト
見
タ
ル
コ
ト
ヲuniversal

case

ト
シ
テ
人
ニ
話
ス
豈
計
ラ

ン
其
多
ク
ハ
皆particular

case

ナ
リ（

25
）」。

五
、
絵
を
描
く
日
本
人

こ
う
し
た
す
れ
違
い
が
生
じ
て
い
た
一
方
で
、
そ
れ
と
同
時
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
漱
石
に
は
紛
れ
も
な
い
共
振
関
係
が
成
立
し
て
い

た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
日
本
人
が
絵
を
描
く
こ
と
に
対
し
て
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
強
い
執
着
を
み
せ
て
い
た
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
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も
ち
ろ
ん
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で
発
表
し
た
論
文
に
は
、
総
勢
五
〇
名
近
く
の
日
本
人
洋
画
家
が
登
場
す
る
の
だ

が
、
こ
こ
で
強
調
し
た
い
の
は
、
そ
れ
以
外
の
一
般
の
日
本
人
に
向
け
ら
れ
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
ま
な
ざ
し
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
で
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（B

asil
H

all
C

ham
berlain

1850-1935

）
の

著
作
を
参
照
し
な
が
ら
、
日
本
人
全
般
の
絵
の
描
き
方
と
書
道
と
の
関
連
性
が
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
日
本
研
究
の
知
識
だ

け
で
は
な
く
、
具
体
的
な
日
本
で
の
実
体
験
に
お
い
て
も
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
日
本
の
小
学
校
を
訪
れ
て
生
徒
に
素
描
の
テ
ス
ト
を
行
っ

た
り
、
あ
る
と
き
は
歩
兵
連
隊
に
近
づ
い
て
兵
士
の
描
い
た
地
形
図
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
お
り
、
日
本
人
が
絵
を
描
く
、
と
い

う
行
為
に
強
い
関
心
を
向
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
日
本
の
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
た
際
に
は
、
同
宿
し
て
い
た
日
本
人
客
に
対
し
て
、

デ
ィ
ク
ソ
ン
は
何
枚
も
ス
ケ
ッ
チ
を
描
か
せ
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
も
絵
を
描
い
た
。「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
で
は
、
甲
府
で
滞
在
し
た
と
き
、
自
身

の
写
生
画
を
日
本
人
に
批
評
し
て
も
ら
っ
た
体
験
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
著
書
に
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身
が
描
い
た
水
彩

画
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（

26
）。

夏
目
金
之
助
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
絵
画
鑑
賞
を
好
み
、
作
家
漱
石
と
な
っ
た
後
も
、
自
ら
の
弟
子
た
ち
に
自
作
水
彩
画
の
絵
は
が
き

を
送
っ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
少
年
期
か
ら
青
年
期
に
か
け
て
の
時
期
に
、
金
之
助
が
絵
を
描
い
た
、
と
い

う
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
現
存
す
る
漱
石
の
水
彩
画
の
年
記
か
ら
判
断
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
留
学
か
ら
帰
国
し
た
一
九
〇
三
年
か
ら
、

漱
石
は
盛
ん
に
水
彩
画
を
描
く
よ
う
に
な
る
、
と
古
田
亮
氏
は
指
摘
し
て
い
る（

27
）。

金
之
助
は
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
に
数
々
の
美
術
館
を
訪
れ
、
多
く
の
名
画
を
鑑
賞
し
た
。
だ
が
、
右
に
も
述
べ
た
よ
う
に
当
時
の
日
記

や
メ
モ
を
参
照
し
て
も
、
金
之
助
が
絵
を
描
い
た
、
と
い
う
明
確
な
記
録
は
見
つ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
留
学
最
後
の
時
期
の
ス
コ
ッ
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ト
ラ
ン
ド
で
、
日
本
人
が
絵
を
描
く
こ
と
に
こ
だ
わ
る
「
宿
の
主
人
」
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
、
金
之
助
は
同
じ
時
間
を
共
有
し
た
の
で
あ
る
。

本
稿
前
半
で
引
用
し
た
金
之
助
に
よ
る
岡
倉
由
三
郎
宛
書
簡
に
は
、「
宿
の
主
人
」
が
二
、
三
週
間
滞
在
し
て
は
ど
う
か
、
と
親
切
に

す
す
め
て
く
れ
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
で
の
金
之
助
の
滞
在
期

間
は
延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（

28
）。

と
こ
ろ
で
、
絵
画
を
描
く
と
い
う
行
為
に
は
、
単
に
漱
石
の
個
人
的
な
趣
味
に
は
止
ま
ら
な
い
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
含
ま
れ
て
い

る
。
ロ
ン
ド
ン
か
ら
帰
国
し
た
漱
石
が
、
作
家
と
し
て
最
初
に
発
表
し
た
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
第
一
話
（『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
一
九

〇
五
年
一
月
）
は
、
苦
沙
弥
先
生
が
水
彩
画
に
没
頭
す
る
話
だ
っ
た
。
続
く
小
説
「
草
枕
」（『
新
小
説
』
一
九
〇
六
年
九
月
）
で
は
、

画
工
が
那
美
さ
ん
の
絵
を
描
こ
う
と
す
る
こ
と
が
作
品
全
体
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。
あ
る
い
は
『
三
四
郎
』（
春
陽
堂
、
一
九
〇

九
年
）
に
は
原
田
画
伯
が
登
場
す
る
し
、
こ
う
し
た
絵
画
を
描
く
こ
と
へ
の
関
心
は
、
そ
の
後
の
美
術
批
評
や
南
画
の
創
作
な
ど
を
通

じ
て
、
漱
石
の
晩
年
ま
で
持
続
す
る
主
題
を
形
成
し
て
い
く
の
で
あ
る（

29
）。

六
、
問
題
の
所
在

以
上
、
こ
の
小
文
で
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
滞
在
に
関
す
る
伝
記
的
な
考
察
を
行
う
と
と
も
に
、
夏
目
金
之
助
（
漱
石
）
と
デ
ィ

ク
ソ
ン
の
関
係
に
限
定
し
て
基
礎
的
な
考
察
を
試
み
た
。

し
か
し
、
右
の
考
察
は
未
だ
問
題
の
核
心
部
分
に
は
届
い
て
い
な
い
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
の
発
表
論
文
で
言
及
し

た
美
術
家
た
ち
や
、
実
際
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
所
蔵
し
た
絵
画
の
作
者
た
ち
は
、
ま
さ
に
金
之
助
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
邂
逅
し
た
そ
の
と
き
、

同
じ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
、
日
本
人
が
絵
画
を
描
く
こ
と
、
を
模
索
し
て
い
た
。
そ
の
美
術
家
た
ち
の
な
か
に
は
、
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金
之
助
と
関
係
の
あ
っ
た
浅
井
忠
や
中
村
不
折
の
み
な
ら
ず
、
後
に
漱
石
が
美
術
批
評
で
取
り
上
げ
る
画
家
た
ち
も
複
数
含
ま
れ
て
い

た（
30
）。

し
か
も
、
日
本
人
洋
画
家
た
ち
の
異
文
化
交
流
の
現
場
で
は
、
複
数
の
美
学
的
か
つ
政
治
的
な
思
惑
が
入
り
乱
れ
、
闘
争
状
態
が

形
づ
く
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る（

31
）。

状
況
は
錯
綜
し
、
問
題
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
こ
う
し
た
言
説
場
が
提
起
す
る
論
点
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
拙
文
を
準
備
す
る
機
会

が
あ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

参
考
資
料

ジ
ョ
ン
・
H
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
（John

H
enry

D
ixon

1838‐
1926

）
年
譜

凡

例

�
本
年
譜
は
年
代
に
関
す
る
事
項
と
補
足
の
二
つ
の
パ
ー
ト
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

�
年
代
に
関
す
る
事
項
に
は
、
資
料
的
に
確
証
の
あ
る
歴
史
的
事
柄
を
記
載
し
た
。

�
補
足
に
は
、
資
料
的
な
裏
付
け
は
な
い
が
、
新
聞
記
事
や
関
係
者
の
証
言
な
ど
で
間
接
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
情
報
を
記
載
し
た
。
こ
れ
ら
の
情
報
に

つ
い
て
は
〔
補
足
〕
以
下
の
部
分
に
記
す
こ
と
と
し
、
年
代
に
関
す
る
事
項
と
は
区
別
し
た
。

�
参
考
文
献
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
し
、
本
誌
本
号
に
別
載
し
た

拙
訳
「
ジ
ョ
ン
・
Ｈ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
「
現
代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」」
の
情
報
も
適
宜
つ
け
加
え
た
。

一
八
三
八
年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
北
部
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
ウ
ェ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
（W

akefield

）
で
生
ま
れ
る
（
六
月
三
日
）。
父
親
の

B
enjam

in
D

ixon

は
当
地
で
弁
護
士
を
し
て
い
た
。

〔
補
足
〕
デ
ィ
ク
ソ
ン
家
は
中
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
名
門
だ
っ
た
（
後
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
よ
る
世
界
旅
行
や
ピ
ト
ロ
ク
リ
の
広
大
な
屋
敷
の
購
入
は
、

父
親
か
ら
相
続
し
た
遺
産
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
る
）。
父
親
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
南
部
の
ダ
ン
フ
リ
ー
ズ
（D

um
fries

）
で
育
っ

た
。
そ
の
父
と
一
緒
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
一
八
五
八
年
か
ら
毎
年
欠
か
さ
ず
ハ
イ
ラ
ン
ド
地
方
（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
北
方
高
地
帯
）
を
訪
れ
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た
。
そ
の
後
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
事
務
弁
護
士
（Solicitor

）
と
な
っ
て
父
親
と
働
き
、
後
継
者
と
な
っ
た
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
二
一
歳
の
と
き

ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
の
行
政
区W

est
R

idng

で
政
務
事
務
官
（D

eputy
C

lerk

）
に
任
命
さ
れ
、
土
地
の
事
業
全
般
に
関
す
る
職
務
に
一
二
年
間

従
事
し
た
。
ま
た
町
の
政
策
や
社
会
的
慈
善
事
業
に
も
積
極
的
に
か
か
わ
っ
た
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
一
八
六
六
年
頃
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

北
西
海
岸
の
町G

airloch

を
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
八
七
四
年
、
病
気
療
養
の
た
めG

airloch

に
移
住
し
、
以
後
二
五
年
間
定
住
し
た
。

〔
補
足
〕
転
居
後
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
教
育
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
教
育
長
も
つ
と
め
た
。
そ
ほ
か
にG

airloch

中
央
地
区
の
地
区
協
議
会

議
長
や
、
地
区
の
名
誉
職
員
（H

on
D

istirict
C

lerk

）
に
も
な
っ
た
。
ま
た
一
八
八
一
年
に
は
、
土
地
の
義
勇
兵
を
指
揮
し
て
、
エ
ジ
ン
バ

ラ
で
行
わ
れ
た
記
念
観
兵
式
に
参
加
し
た
。

一
八
八
六
年
、デ
ィ
ク
ソ
ン
がG

airloch

の
地
誌
に
関
す
る
著
書
を
上
梓
し
た
。書
誌
的
事
項
は
以
下
の
通
り
。John

H
.

D
ixon,

G
airloch

in
N

orth-W
est

R
oss-Shire,

E
dinburgh:

C
o-O

perative
Printing

C
om

pany
L

im
ited,

1886.

な
お
本
書
刊
行
時
に
は
、
既
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
考
古
協
会
（T

he
Society

of
A

ntiquaries
of

Scotland

）
の
会
員
と
な
っ
て
い
る
。

〔
補
足
〕
一
八
九
四
年
に
は
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
島
に
旅
行
し
、
原
生
林
で
狩
猟
を
行
っ
た
。

一
八
九
九
年
、
世
界
一
周
旅
行
に
出
発
し
、
エ
ジ
プ
ト
、
中
国
を
経
て
日
本
に
到
着
し
た
（
五
月
一
日
）。
以
後
、
神
戸
や
富
士
山
の
見
え
る
太
平
洋
沿

岸
の
港
町
に
滞
在
し
た
。

〔
補
足
〕
帰
国
時
期
は
不
明
だ
が
、
一
九
〇
〇
年
前
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
一
時
帰
国
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
〇
〇
年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
（T

he
Japan

Society,
L

ondon

）
に
入
会
し
た
。

一
九
〇
一
年
、
少
な
く
と
も
こ
の
年
の
二
月
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
日
本
に
滞
在
し
た
。
滞
在
地
と
し
て
は
九
州
、
奈
良
、
東
京
が
挙
げ
ら

れ
る
。

〔
補
足
〕
こ
の
ほ
か
に
滞
在
時
期
は
不
明
だ
が
、
甲
府
、
京
都
、
日
光
に
滞
在
し
て
お
り
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
の
村
に
も
滞
在
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。

一
九
〇
二
年
、
こ
の
年
の
四
月
以
降
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ピ
ト
ロ
ク
リ
（Pitlochry

）
の
ダ
ン
ダ
ー
ラ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ス
（D

undarach
H

ouse

）
に
居
を
定

め
た
。
一
〇
月
頃
に
留
学
生
の
夏
目
金
之
助
が
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
に
招
待
さ
れ
た
。
ま
た
一
二
月
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
日
本
協
会
で「
現

代
日
本
の
美
術
家
た
ち
に
つ
い
て
」（
原
題

“O
n

Som
e

Japanese
A

rtists
of

T
o-day”

）
と
題
す
る
論
文
の
発
表
を
行
っ
た
（
一
〇
日
）。

な
お
、
こ
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
発
表
の
五
日
前
（
一
九
〇
二
年
一
二
月
五
日
）
に
、
夏
目
金
之
助
は
ロ
ン
ド
ン
を
出
発
し
、
日
本
へ
の
帰

国
の
途
に
就
い
た
。
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〔
補
足
〕
現
地
関
係
者
の
話
に
よ
れ
ば
、
一
九
〇
四
年
か
ら
一
九
〇
六
年
初
め
に
か
け
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
世
界
旅
行
を
行
い
、
そ
の
際
に
日
本
か
ら

連
れ
て
き
た
庭
師
四
名
、
宮
大
工
二
名
、
料
理
人
一
名
、
友
人
一
名
と
共
同
生
活
を
始
め
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸

内
の
日
本
庭
園
の
本
格
的
な
造
園
も
始
ま
っ
た
。
ま
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
青
少
年
団
体
の
育
成
に
尽
力
し
、
青
少
年
協
力
会
や
ラ
イ
フ
ル
・
ク

ラ
ブ
を
結
成
し
た
。
加
え
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
の
近
く
に
あ
るH
oly

T
rinity

E
piscopal

C
hurch

の
教
区
委
員
を
つ
と
め
、
教
会
の
事
務
や
出

納
の
仕
事
に
も
従
事
し
た
。

一
九
〇
六
年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
の
日
本
庭
園
が
完
成
し
、
小
冊
子Japanese

G
arden

が
発
行
さ
れ
た
。

〔
補
足
〕一
九
〇
八
年
に
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
最
初
の
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
隊
を
結
成
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
ピ
ト
ロ
ク
リ
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
・
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
の
発
祥
の
地
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
一
九
一
二
年
か
ら
ダ
ン
ダ
ー
ラ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ス
近
隣

の
別
邸C

lach
na

Faire

に
転
居
し
た
。
こ
の
と
き
ダ
ン
ダ
ー
ラ
ッ
ク
・
ハ
ウ
ス
は
売
却
せ
ず
、
日
本
人
八
名
が
引
き
続
き
居
住
し
た
。
デ
ィ

ク
ソ
ン
に
は
妻
子
が
な
く
、
養
子N
om

an
Fergusson

D
ixon

を
迎
え
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
出
征
し
、
一
九
一
七
年
に
戦
死
し
た

（
当
時
二
二
歳
）。
一
九
二
一
年
に
皇
太
子
裕
仁
親
王
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
ピ
ト
ロ
ク
リ
を
訪
問
し
た
こ
と
が
契
機
と
な
り
、
デ
ィ
ク
ソ

ン
邸
の
日
本
人
八
名
が
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
二
三
年
ま
で
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
・
マ
ス
タ
ー
を
し
て
い
た
（
当

時
八
五
歳
）。
そ
の
た
め
世
界
最
年
長
の
ス
カ
ウ
ト
・
マ
ス
タ
ー
（the

oldest
scoutm

aster
in

the
w

orld

）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

一
九
二
五
年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ピ
ト
ロ
ク
リ
の
地
誌
に
関
す
る
著
作
を
上
梓
し
た
。
書
誌
的
事
項
は
以
下
の
通
り
。John

H
.

D
ixon,

P
itlochry,

P
itlochry

Past
and

P
resent:

B
eing

a
G

uide
B

ook
for

Visitors
and

Tourists,
Pitlochry:

L
.

M
ackay,

1925.

一
九
二
六
年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
、
八
八
歳
で
永
眠
（
一
〇
月
二
〇
日
）。H

oly
T

rinity
E

piscopal
C

hurch

に
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
墓
碑
が
作
ら
れ
、
教
会
の

礼
拝
堂
内
に
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
二
一
年
間
教
会
の
執
事
と
し
て
従
事
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
追
悼
牌
が
設
置
さ
れ
た
。

【
付
記
】
漱
石
に
関
す
る
文
章
は
全
て
『
漱
石
全
集
』
全
二
八
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
〜
二
〇
〇
四
年
）
に
依
っ
た
（
注
で
は
『
全
集
』
と
略
記
し

た
）。
本
稿
はJSPS

科
研
費17K

02483

及
び
西
南
学
院
大
学
二
〇
一
九
年
度
在
外
研
究
⒜
の
成
果
で
あ
る
。

注

（
１
）
フ
ォ
ー
ブ
ス
は
一
八
九
八
年
に
歴
史
や
考
古
学
に
関
す
る
出
版
社N

ew
Spalding

C
lub

でM
em

ber
of

C
ouncil

を
務
め
て
い
る
。
詳
細
は
、

フ
ォ
ー
ブ
ス
の
経
歴
と
あ
わ
せ
て
、A

lexander
Forbes,

M
em

orials
of

the
Fam

ily
of

Forbes
of

Forbesfield
,

A
berdeen:

K
ing’s

Printers,

1905,
pp.25-26

を
参
照
。
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（
２
）
本
稿
で
は
夏
目
漱
石
に
関
す
る
年
譜
的
事
項
に
つ
い
て
、
荒
正
人
『
漱
石
文
学
全
集
別
巻
漱
石
研
究
年
表
』（
集
英
社
、
一
九
七
四
年
）
及
び
、

岩
波
書
店
漱
石
全
集
編
集
部
編
「
年
譜
」（『
全
集
』
第
二
七
巻
）
を
参
照
し
て
い
る
。

（
３
）
こ
の
著
述
は
後
に
『
文
学
論
』（
大
倉
書
店
、
一
九
〇
七
年
）
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
た
だ
し
一
九
〇
二
年
三
月
一
五
日
付
の
中
根
重
一
宛
書
簡

な
ど
を
参
照
す
る
と
、
当
初
は
『
文
学
論
』
よ
り
も
さ
ら
に
大
き
な
構
想
を
持
つ
著
作
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
詳
細
は
『
全
集
』
第
二
二
巻
、

二
五
四
頁
を
参
照
。

（
４
）
詳
細
は
、
一
九
〇
一
年
七
月
一
日
付
の
日
記
（『
全
集
』
第
一
九
巻
、
八
九
頁
）
と
、
一
九
〇
二
年
九
月
一
二
日
付
の
夏
目
鏡
宛
書
簡
（『
全
集
』

第
二
二
巻
、
二
六
三
頁
）
を
参
照
。

（
５
）
前
掲
、
荒
正
人
『
漱
石
文
学
全
集
別
巻
漱
石
研
究
年
表
』
二
〇
三
頁
。

（
６
）
江
藤
淳『
漱
石
と
そ
の
時
代（
第
二
部
）』（
新
潮
選
書
、
一
九
七
〇
年
）二
〇
〇
頁
。
藤
代
禎
輔
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
旅
行
直
後
の
金
之
助
と
会
っ

て
お
り
、「
今
日
一
日
見
た
様
子
で
は
別
段
心
配
す
る
程
の
事
も
な
い
ら
し
い
」
と
述
べ
、
文
部
省
か
ら
の
電
報
に
つ
い
て
も
、「
精
神
に
異
常
が

あ
る
と
云
ふ
こ
と
が
大
袈
裟
に
当
局
者
の
耳
に
響
い
た
為
」
と
述
べ
て
い
る
。
詳
細
は
、
素
人
（
藤
代
禎
輔
）「
夏
目
君
の
片
鱗
」（『
藝
文
』
第

八
巻
第
二
号
、
一
九
一
七
年
二
月
）
七
三
〜
七
四
頁
を
参
照
。
ち
な
み
に
、
一
九
〇
一
年
七
月
一
日
付
の
金
之
助
の
日
記
に
は
、「
近
頃
非
常
ニ

不
愉
快
ナ
リ
（
略
）
神
経
病
カ
ト
怪
マ
ル
ゝ
」
と
あ
る
が
、「
一
方
デ
ハ
非
常
ニ
ヅ
ー
ヅ
ー
敷
処
ガ
ア
ル
、
妙
ダ
」
と
冷
静
な
一
面
も
記
さ
れ
て

お
り
（『
全
集
』
第
一
九
巻
、
八
九
頁
）、
一
九
〇
二
年
九
月
一
二
日
付
の
夏
目
鏡
宛
書
簡
で
も
「
近
頃
は
神
経
衰
弱
に
て
気
分
勝
れ
ず
甚
だ
困
り

居
候
」
と
記
し
つ
つ
も
、
他
方
で
「
大
し
た
る
事
は
無
之
候
へ
ば
御
安
神
可
被
下
候
」
と
述
べ
て
い
る
（『
全
集
』
第
二
二
巻
、
二
六
三
頁
）。

（
７
）『
全
集
』
第
二
二
巻
、
二
六
四
頁
。

（
８
）『
全
集
』
第
二
二
巻
、
二
五
六
頁
。

（
９
）『
全
集
』
第
一
四
巻
、
三
一
八
頁
。

（
10
）
初
出
時
の
タ
イ
ト
ル
は
「
永
日
小
品
（
二
十
一
）
昔
」
で
『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
九
〇
九
年
二
月
二
二
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
（『
全
集
』
第
一
二

巻
、
一
九
四
〜
一
九
六
頁
）。
こ
の
作
品
に
関
係
す
る
断
片
な
メ
モ
と
し
て
、
一
九
〇
四
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
記
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
断

片
二
三
」（『
全
集
』
第
一
九
巻
、
一
六
五
頁
）
と
、
一
九
〇
九
年
に
記
さ
れ
た
「
断
片
五
〇
Ａ
」（『
全
集
』
第
二
〇
巻
、
七
三
頁
）
が
存
在
す
る
。

（
11
）
一
九
一
二
年
八
月
一
七
日
付
の
日
記
に
「
い
ゝ
路
な
り
蘇
格
土
蘭
土
を
思
ひ
出
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
全
集
』
第
二
〇
巻
、
四
〇
八
頁
）。

（
12
）
詳
細
は
、
曽
根
原
理
「
漱
石
文
庫
所
蔵
「
自
筆
イ
ギ
リ
ス
地
図
」
に
つ
い
て
」（『
東
北
大
学
附
属
図
書
館
調
査
研
究
室
年
報
』
第
二
号
、
二
〇
一

四
年
二
月
）
を
参
照
。

（
13
）
角
野
喜
六
「
漱
石
と
ピ
ト
ロ
ク
リ
ー
の
宿
所
？
」（『
英
語
青
年
』
第
一
一
九
巻
第
一
二
号
、
一
九
七
四
年
三
月
）
で
初
め
て
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
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容
は
、
著
書
『
漱
石
の
ロ
ン
ド
ン
』（
荒
竹
出
版
、
一
九
八
二
年
）
で
ま
と
め
ら
れ
た
。

（
14
）
平
川
祐
弘
編
『
作
家
の
世
界
夏
目
漱
石
』（
番
町
書
房
、
一
九
七
七
年
）
及
び
、
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』（
清
文
堂
出
版
、
二

〇
〇
四
年
）
を
参
照
。
な
お
、
多
胡
吉
郎
『
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
漱
石
』（
文
春
新
書
、
二
〇
〇
四
年
）
に
は
、
金
之
助
と
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
対
話

な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
資
料
的
な
限
り
が
あ
る
た
め
、
学
者
な
ら
筆
を
抑
え
る
と
こ
ろ
を
、
私
は
敢
て
想
像
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で
問
う

こ
と
を
タ
ブ
ー
と
し
な
か
っ
た
」（
五
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
著
者
の
創
作
で
あ
る
。
同
書
は
事
実
関
係
の
レ
ベ
ル
で
は
稲
垣
氏
の
研
究

に
依
拠
し
て
い
る
（
二
〇
八
頁
）。

（
15
）
詳
細
は
、
前
掲
、
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』
一
六
二
〜
二
〇
一
頁
を
参
照
。

（
16
）
皇
太
子
裕
仁
親
王
の
渡
英
時
期
は
一
九
二
一
年
五
月
三
日
か
ら
二
九
日
で
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
滞
在
は
五
月
一
九
日
か
ら
二
四
日
ま
で
で
あ
る
。

詳
細
は
、
溝
口
白
羊
『
東
宮
御
渡
欧
記
』（
日
本
評
論
社
出
版
部
、
一
九
二
一
年
）
三
七
四
〜
三
七
八
頁
を
参
照
。

（
17
）
た
と
え
ば
、
寺
門
寿
明
編
「
五
百
城
文
哉
略
年
譜
」（『

る
明
治
の
洋
画
家

五
百
城
文
哉
展
』
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
二
〇
〇
五

年
）
一
九
五
頁
を
参
照
。

（
18
）“L

ist
of

M
em

bers”,
in

T
he

Transactions
and

P
roceedings

of
T

he
Japan

Society,
L

ondon
,V

ol.
25,

1928,
p.

262.

（
19
）
詳
細
は
、Jane

W
ilkinson,

“E
xhibition

R
eview

s:
E

xtraordinary:A
People

C
alled

A
inu”,

in
Journal

of
M

useum
E

thnography,
N

o.
19,

M
arch

2007,
pp.

152-156

を
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
新
聞
記
事
「
日
本
の
印
象
」
第
二
段
落
前
半
で
語
ら
れ
る
「
田
舎
」

は
、
具
体
的
な
地
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
雄
大
な
景
色
や
、
巨
大
な
木
立
、
自
生
す
る
ツ
ツ
ジ
な
ど
、
北
海
道
の
自
然
と
の
類
似
点
を

見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
20
）
漱
石
の
談
話
記
事
「
イ
ギ
リ
ス
の
園
芸
」
は
『
日
本
園
芸
雑
誌
』
第
一
七
巻
第
八
号
（
一
九
〇
五
年
八
月
一
三
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
。
詳
細
は
『
全

集
』
第
二
五
巻
、
一
四
二
頁
を
参
照
。

（
21
）『
全
集
』
第
一
四
巻
、
三
一
八
頁
。
な
お
引
用
中
の
「
果
園
」
と
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ピ
ト
ロ
ク
リ
の
屋
敷
を
購
入
し
た
時
の
不
動
産
広
告

“PIT
-

L
O

C
H

E
Y

.—
D

U
N

D
A

R
A

C
H

-H
O

U
SE

”,
in

T
he

Tim
es,

9
A

pril
1902,

p.
15

を
参
照
す
る
と
、
敷
地
内
に
あ
っ
た
ブ
ド
ウ
園
（vinery

）
の
こ

と
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

（
22
）
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
の
日
本
庭
園
に
関
す
る
詳
細
は
、
前
掲
、
稲
垣
瑞
穂
『
夏
目
漱
石
ロ
ン
ド
ン
紀
行
』
一
八
一
〜
一
九
〇
頁
を
参
照
。
一
九
世
紀
末

か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
（Josiah

C
onder

1852-1920

）
の
著
作L

andscape
G

ardening
in

Japan
,

T
okio:

K
elly

and
W

alsh,
1893

な
ど
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
複
数
の
日
本
庭
園
が
造
園
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
エ
ラ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
（E

lla

C
hristie

1861-1949

）
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
コ
ウ
デ
ン
城
に
造
園
し
た
日
本
庭
園
は
、
池
の
造
成
や
、
富
士
山
を
見
立
て
た
築
山
、
さ
ら
に
日
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本
人
に
よ
る
造
園
な
ど
の
点
で
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
日
本
庭
園
と
の
共
通
点
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
、
横
浜
植
木
（T

he
Y

okoham
a

N
ursery

C
om

pany

）
や
京
都
の
骨
董
商D

aikokuya

な
ど
、
日
本
の
園
芸
業
者
が
外
国
人
相
手
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
お
り
、
日
本
人
庭
師

が
海
外
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
詳
細
は
、
橘
セ
ツ
「
世
界
漫
遊
旅
行
者
と
庭
園
」（『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
第
一
〇
号
、
二
〇
〇
八

年
）
を
参
照
。

（
23
）
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て
は
、
橘
セ
ツ
「
庭
園
を
め
ぐ
る
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
／
ラ
イ
フ
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
」（『
神
戸
山
手
大
学
紀
要
』
第

八
号
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。

（
24
）『
全
集
』
第
一
四
巻
、
三
一
八
頁
。

（
25
）
引
用
は
一
九
〇
一
年
一
月
五
日
付
の
日
記
よ
り
（『
全
集
』
第
一
九
巻
、
四
四
頁
）。
こ
の
よ
う
に
留
学
中
の
金
之
助
と
、
留
学
後
の
漱
石
の
言
の

あ
い
だ
に
は
〈
距
離
〉
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
〈
距
離
〉
の
問
題
は
、
留
学
後
の
漱
石
が
発
表
し
た
近
代
化
論
を
解
釈
す
る
際
に

も
、
無
視
で
き
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
形
成
す
る
の
で
は
な
い
か
と
論
者
は
考
え
て
い
る
。

（
26
）John

H
.

D
ixon,

P
itlochry,

P
itlochry

Past
and

P
resent:

B
eing

a
G

uide
B

ook
for

Visitors
and

Tourists,
Pitlochry:

L
.

M
ackay,

1925.

同

書
に
は
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
描
い
た
水
彩
画
三
点
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
日
本
の
美
術
家
」【
①
議
長
挨
拶
】
で
マ
ー
カ
ス
・
Ｂ
・

ヒ
ュ
ー
イ
ッ
シ
ュ
は
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
自
宅
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
水
彩
画
家
た
ち
を
招
待
す
る
と
と
も
に
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
自
身

も
絵
画
の
技
術
を
上
達
さ
せ
て
い
る
、
と
紹
介
し
て
い
る
。

（
27
）
漱
石
自
筆
画
に
つ
い
て
は
、
古
田
亮
『
特
講
漱
石
の
美
術
世
界
』
岩
波
現
代
全
書
、
二
〇
一
四
年
、
二
〇
〇
〜
二
二
四
頁
を
参
照
。

（
28
）
デ
ィ
ク
ソ
ン
邸
滞
在
中
の
金
之
助
は
、
一
九
〇
二
年
一
〇
月
の
岡
倉
由
三
郎
宛
書
簡
（
本
稿
前
半
で
引
用
し
た
書
簡
）
で
「
小
生
は
十
一
月
七
日

の
船
に
て
帰
国
の
筈
」
と
述
べ
て
い
た
（『
全
集
』
第
二
二
巻
、
二
六
四
頁
）。
し
か
し
実
際
に
は
帰
国
を
約
一
ヶ
月
遅
ら
せ
、
一
二
月
五
日
発
の

博
多
丸
で
ロ
ン
ド
ン
か
ら
出
航
し
て
い
る
（
前
掲
、
荒
正
人
『
漱
石
文
学
全
集
別
巻
漱
石
研
究
年
表
』
二
〇
四
頁
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
金
之

助
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
旅
行
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
帰
っ
て
き
た
際
に
、
帰
国
時
期
を
遅
ら
せ
た
理
由
と
し
て
「
蘇
格
蘭
へ
旅
行
し
て
、
予
定
よ
り

も
長
逗
留
を
し
、
荷
物
が
出
来
な
い
為
め
だ
」
と
藤
代
禎
輔
に
語
っ
て
い
る
。
詳
細
は
、
前
掲
、
素
人
（
藤
代
禎
輔
）「
夏
目
君
の
片
鱗
」
七
四

頁
を
参
照
。

（
29
）
漱
石
と
絵
画
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
古
田
亮
『
特
講
漱
石
の
美
術
世
界
』
が
詳
し
い
。

（
30
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、「
日
本
の
美
術
家
」【
②
デ
ィ
ク
ソ
ン
の
論
文
】
の
注
で
記
載
し
た
日
本
人
洋
画
家
の
略
歴
を
参
照
。
特
に
金
之
助
が
渡
英

し
た
一
九
〇
〇
年
前
後
の
時
期
は
、
複
数
の
美
術
家
が
渡
欧
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
31
）
そ
の
一
例
と
し
て
は
「
日
本
の
美
術
家
」【
③
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】
に
お
け
る
、
Ｇ
・
Ｃ
・
ハ
イ
テ
（G

eorge
C

harles
H

aité
1855-1924

）
の

発
言
を
中
心
と
す
る
議
論
を
参
照
。
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